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今
年
２
０
１
０
年
は
、
１
９
９
５
年
に
中
国

・
北
京
で
開
か
れ
た
第
４
回
世
界
女
性
会
議

（
北
京
会
議
）
か
ら
１５
年
。�
北
京
＋
１５
�
と

し
て
、
北
京
会
議
で
の
合
意
文
書
で
あ
る
�
北

京
宣
言
�
と
�
北
京
行
動
綱
領
�（
以
下
�
行

動
綱
領
�）、
そ
し
て
第
３４
回
国
連
女
性
特
別
総

会
と
し
て
開
か
れ
た
�
北
京
＋
５
�
で
採
択
さ

れ
た
�
成
果
文
書
�
に
つ
い
て
、
ど
こ
ま
で
実

施
が
進
ん
だ
か
、
課
題
や
新
た
な
問
題
と
あ
わ

せ
て
検
討
が
行
わ
れ
ま
す
。
検
討
の
場
と
な
る

の
は
、
３
月
１
日
〜
１２
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る

第
５４
回
国
連
女
性
の
地
位
委
員
会
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）

で
す
。

こ
こ
で
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
に
向
け
て
検
討
の
準
備

や
国
連
の
最
近
の
動
き
、
そ
し
て
日
本
の
課
題

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
北
京
＋
１５
�
ま
で
の
動
き

昨
年
、
国
連
は
地
域
委
員
会
を
通
じ
て
、
各

国
政
府
に
実
施
状
況
に
関
す
る
質
問
状
を
送

付
、
地
域
会
合
で
各
国
の
報
告
に
も
と
づ
く
議

論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
会
合
に
む
け

て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
は
各
国
政
府
に

対
し
、
女
性
の
実
態
や
問
題
点
を
報
告
に
盛
り

込
む
よ
う
は
た
ら
き
か
け
を
し
た
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
会
合
を
開
く
な
ど
し
て
い
ま
す
。

新
婦
人
は
昨
年
４
月
に
日
本
政
府
へ
の
意
見

を
発
表
（�
女
性
問
題
資
料
集
Ｎ
ｏ
・
３
�
に

掲
載
）、�
北
京
＋
１５
�
ア
ジ
ア
太
平
洋
Ｎ
Ｇ
Ｏ

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
０９
年
１０
月
２２
〜
２４
日
・
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
３９
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

３
月
の
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
直
前
、
２
月
２７
・
２８
日
に

は
�
北
京
＋
１５
�
Ｎ
Ｇ
Ｏ
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
か
れ
ま
す
。
国
連
本
部
の
あ
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
Ｃ
Ｓ
Ｗ
で
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
を
支

え
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｃ
Ｓ
Ｗ
委
員
会
が
中
心
と
な
っ

て
企
画
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
世
界
の
女
性
の

現
状
と
前
進
の
方
向
を
考
え
る
パ
ネ
ル
や
、
各

地
域
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告
の
ほ
か
、

�
行
動
綱
領
�
の
１２
領
域
（
＊
１
）
ご
と
の
分

科
会
や
高
齢
者
、
若
者
、
先
住
民
、
移
民
、
障

害
者
な
ど
特
定
の
グ
ル
ー
プ
の
女
性
を
テ
ー
マ

に
し
た
分
科
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
各
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
シ
ャ
ド
ー
・
レ
ポ
ー

ト
（
カ
ウ
ン
タ
ー
・
レ
ポ
ー
ト
）
の
掲
載
も
し

て
い
ま
す
。

�北京＋１５�：第４回世界女性会議（１９９５年・北京）から１５年

�ジェンダー平等・開発・平和�目標実現へ
世界と日本でとりくみ強めて

新日本婦人の会国際部長 平野 恵美子

女性問題資料集№３
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めざして
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�
北
京
会
議
�の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

の
こ
れ
ま
で

北
京
会
議
は
、
９０
年
代
の
国
連
の
人
権
へ
の

と
り
く
み
が
前
進
し
、
女
性
の
人
権
や
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
視
点
に
つ
い
て
の
認
識
が
高
ま
る
な

か
、
世
界
各
地
か
ら
３
万
人
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
集

い
、
女
性
運
動
の
画
期
を
記
す
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
採
択
さ
れ
た
�
北

京
宣
言
�と�
行
動
綱
領
�

は
�
女
性
の
権
利
は
人

権
�
と
明
記
し
、�
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
・
開
発
・
平

和
�
の
目
標
実
現
へ
１２
の

重
大
関
心
領
域
を
設
定

し
、
国
連
・
各
国
政
府
・

市
民
社
会
・
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
と
り
く

む
べ
き
行
動
を

打
ち
出
し
ま
し

た
。�

行
動
綱
領
�

は
�
こ
の
�
行

動
綱
領
�
は
、

女
性
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
に

関
す
る
ア
ジ
ェ
ン
ダ
（
予
定
表
）
で
あ
る
�
の

一
文
で
始
ま
り
、�
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
�
は

以
後
、
女
性
運
動
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
問

題
を
政
策
課
題
に
位
置
づ
け
た
こ
と
、
性
の
自

己
決
定
権
な
ど
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

・
ラ
イ
ツ
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権

利
）
を
人
権
と
し
た
こ
と
、
女
児
の
権
利
を
明

確
に
し
た
こ
と
、
あ
ら
ゆ
る
意
思
決
定
へ
の
女

性
の
参
加
の
引
き
上
げ
と
と
も
に
す
べ
て
の
政

策
や
計
画
の
中
心
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
す

え
る
こ
と
を
打
ち
出
す
な
ど
、
運
動
に
大
き
な

力
を
与
え
る
内
容
を
も
ち
、
９９
年
の
女
性
差
別

撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
（
＊
２
）
や
２
０
０
０

年
の
女
性
・
平
和
・
安
全
保
障
に
関
す
る
国
連

安
全
保
障
理
事
会
決
議
１
３
２
５
（
＊
３
）
の

採
択
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

�
北
京
宣
言
�
と
�
行
動
綱
領
�
は
５
年
ご

と
に
実
施
状
況
の
検
討
（
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
）

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
２
０
０
０
年
の
�
北

京
＋
５
�、
０５
年
の
�
北
京
＋
１０
�
と
も
に
バ

ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
（
逆
流
）
が
問
題
に
な
り
ま
し

た
。
特
に
性
の
自
己
決
定
権
含
む
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ツ
に
か
か
わ
る
記
述

や
多
様
な
家
族
の
あ
り
方
に
反
対
す
る
立
場
か

ら
、
国
連
女
性
特
別
総
会
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
た
�
北
京
＋
５
�
で
は
、
バ
チ
カ
ン
や
イ
ス

ラ
ム
圏
を
中
心
に
�
北
京
宣
言
�
と
�
行
動
綱

領
�
の
文
言
の
削
除
や
改
変
ま
で
は
か
る
動
き

に
な
り
ま
し
た
。

０５
年
の
第
４９
回
Ｃ
Ｓ
Ｗ
で
の
�
北
京
＋
１０
�

（
写
真
・
右
）
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
右
翼
的

潮
流
を
強
力
な
支
持
母
体
と
す
る
ブ
ッ
シ
ュ
政

権
が
�
中
絶
を
容
認
す
る
�
行
動
綱
領
�
は
再

確
認
し
な
い
�
と
公
言
。
こ
れ
ま
で
の
合
意
の

実
行
の
推
進
を
約
束
す
る�
政
治
宣
言
�
に�
中

絶
の
権
利
を
含
ま
な
い
こ
と
を
再
確
認
す
る
�

と
い
う
文
言
の
挿
入
を
求
め
て
圧
力
を
か
け
ま

し
た
。

い
ず
れ
も
�
北
京
か
ら
後
退
さ
せ
る
な
�
と

一
致
し
て
行
動
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
政
府
の
努
力
で

�
北
京
宣
言
�
と
�
行
動
綱
領
�
は
守
ら
れ
ま

右
�
「
北
京
＋
１０
」
等
４９

回
Ｃ
Ｓ
Ｗ
開
会
式

下
�
同
Ｃ
Ｓ
Ｗ
政
府
間
会

合

右：北京会議ＮＧＯフォーラム
下：北京会議でアピールする日本
の女性たち
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し
た
が
、
新
し
い
課
題
含
め
、
ど
う
実
施
を
進

め
る
か
の
議
論
が
不
十
分
な
ま
ま
に
終
わ
り
ま

し
た
。

�
北
京
＋
１５
�
へ

�
北
京
＋
１５
�
と
な
る
第
５４
回
Ｃ
Ｓ
Ｗ
で
は

�
行
動
綱
領
�
や
�
成
果
文
書
�
な
ど
こ
れ
ま

で
の
合
意
の
実
施
に
関
す
る
経
験
や
成
功
例
な

ど
実
践
交
流
を
中
心
に
、
残
さ
れ
て
い
る
課
題

や
新
し
い
問
題
の
解
決
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま

た
、
９
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
、
１５
年
に
期
限

を
迎
え
る
貧
困
の
撲
滅
な
ど
８
項
目
の
国
連
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
、
＊
４
）
の
実

施
状
況
の
検
討
へ
向
け
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視

点
か
ら
の
問
題
提
起
や
提
言
に
つ
い
て
の
議
論

も
行
わ
れ
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
下
で
の
格
差
の
広
が
り
、

経
済
危
機
、
食
糧
危
機
、
気
候
変
動
と
自
然
災

害
の
多
発
、
特
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
顕
著

な
過
激
主
義
の
台
頭
な
ど
新
た
な
課
題
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
い
ま
だ
に
続
く
戦
争
や
占
領
、

武
力
紛
争
、
そ
の
も
と
で
の
暴
力
の
問
題
も
あ

り
ま
す
。
ど
の
問
題
で
も
真
っ
先
に
、
最
も
大

き
な
影
響
を
受
け
る
女
性
と
女
児
の
権
利
や
地

位
向
上
を
は
か
る
こ
と
が
、
す
べ
て
の
人
に
と

っ
て
安
全
・
安
心
の
社
会
の
実
現
の
道
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
共
通
認
識
に
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
９
月
、
国
連
総
会
が
決
議
し
た
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
の
た
め
の
新
し
い
独
立
し

た
女
性
機
関
の
創
設（
＊
５
）が
急
が
れ
ま
す
。

い
ま
、
５
月
の
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

再
検
討
会
議
に
向
け
て
、
核
兵
器
廃
絶
の
実
現

へ
の
機
運
が
大
き
く
高
ま
り
、
戦
争
反
対
の
行

動
が
軍
事
同
盟
の
存
在
を
問
う
動
き
や
、
温
暖

化
防
止
な
ど
地
球
規
模
の
課
題
を
前
に
、
貴
重

な
資
源
を
軍
事
費
で
浪
費
し
て
い
て
よ
い
の
か

と
い
う
声
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
国
連
と
女
性

運
動
の
共
通
テ
ー
マ
で
あ
る
�
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
・
開
発
・
平
和
�
は
、
世
界
が
直
面
す
る
問

題
解
決
へ
の
方
向
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
と
い

え
ま
す
。

日
本
の
課
題
�
真
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
・
女
性
の
権
利
確
立
へ

�
北
京
＋
１５
�
の
今
年
、
日
本
政
府
は
第
３

次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
指
数
（
国

連
開
発
計
画
、�
人
間
開
発
報
告
２
０
０
９
�）

で
１
０
９
カ
国
中
５７
位
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ

ム
発
表
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
指
数
で
は
１
３
４

カ
国
中
７５
位
（
経
済
参
加
５４
位
、
教
育
８４
位
、

健
康
４１
位
、
政
治
参
加
１
１
０
位
）
と
、
先
進

国
で
あ
り
な

が
ら
女
性
の

地
位
と
権
利

で
大
き
く
遅

れ
て
い
る
の

が
現
状
で

す
。
昨
年
７

月
の
国
連
女

性
差
別
撤
廃

委
員
会
で
条
約
実
施
へ
の
政
治
的
意
思
そ
の
も

の
を
き
び
し
く
問
わ
れ
た
日
本
政
府
に
、
第
３

次
基
本
計
画
で
女
性
差
別
撤
廃
条
約
や
�
行
動

綱
領
�
な
ど
の
国
際
合
意
の
実
行
を
具
体
化
す

る
よ
う
、
私
た
ち
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
運
動
を
強
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

＊
１
�
１２
の
領
域
は
、
女
性
と
貧
困
、
女
性
の
教
育

と
訓
練
、
女
性
と
健
康
、
女
性
に
た
い
す
る
暴
力
、

女
性
と
武
力
紛
争
、
女
性
と
経
済
、
権
力
お
よ
び
意

思
決
定
に
お
け
る
女
性
、
女
性
の
地
位
向
上
の
た
め

の
制
度
的
な
仕
組
み
、
女
性
と
人
権
、
女
性
と
メ
デ

ィ
ア
、
女
性
と
環
境
、
女
児
。

＊
２
�
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
は
、
女
性

差
別
撤
廃
条
約
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
個
人
通

報
制
度
、
調
査
制
度
を
定
め
た
も
の
。
９９
年
１０
月
６

日
採
択
（
０９
年
１２
月
現
在
、
国
連
に
加
盟
す
る
１
９

２
カ
国
中
９８
カ
国
が
批
准
、
日
本
は
未
批
准
）。
個

第４９回ＣＳＷで“前進を”と
訴えるＮＧＯ
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人
通
報
制
度
は
、
条
約
違
反
の
差
別
で
被
害
を
受
け

た
女
性
（
個
人
ま
た
は
集
団
）
が
、
国
内
手
続
を
尽

く
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
に
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会

に
通
報
で
き
る
制
度
。
調
査
制
度
は
、
重
大
な
人
権

侵
害
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
、
当
該
国
に
対

し
委
員
会
が
調
査
を
行
う
制
度
。

＊
３
�
国
連
安
保
理
決
議
１
３
２
５
は
、
紛
争
下
の

女
性
の
保
護
と
同
時
に
、
紛
争
解
決
と
防
止
、
平
和

構
築
に
女
性
が
果
た
す
役
割
に
注
目
し
、
平
和
に
関

す
る
意
思
決
定
に
女
性
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
を
求
め

た
も
の
。
０８
年
に
紛
争
下
の
性
暴
力
の
根
絶
を
求
め

る
決
議
１
８
２
０
が
、
０９
年
に
は
１
８
２
０
と
１
３

２
５
の
実
施
を
強
化
す
る
た
め
の
決
議
１
８
８
８
と

１
８
８
９
も
採
択
さ
れ
て
い
る
。

＊
４
�
ミ
レ
ニ

ア
ム
開
発
目
標

は
、
２
０
０
０

年
９
月
の
国
連

ミ
レ
ニ
ア
ム
・

サ
ミ
ッ
ト
で
採

択
さ
れ
た
、
す

べ
て
の
人
が
自

由
と
権
利
を
享

受
で
き
る
平
和

で
安
全
な
世
界

の
実
現
の
た
め
の
８
項
目
。
①
貧
困
と
飢
餓
の
根

絶
、
②
す
べ
て
の
国
で
初
等
教
育
の
実
現
、
③
男
女

平
等
と
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
推
進
、
④
乳

幼
児
死
亡
率
の
引
き
下
げ
、
⑤
妊
産
婦
の
健
康
増

進
、
⑥
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
、
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
病

気
と
の
た
た
か
い
、
⑦
持
続
可
能
な
環
境
、
⑧
開
発

の
た
め
の
国
際
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

＊
５
�
０９
年
９
月
１４
日
、
国
連
総
会
は
現
在
あ
る
女

性
関
連
の
４
つ
の
機
関
、
国
連
女
性
平
和
基
金
（
Ｕ

Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｍ
）、
女
性
の
地
位
向
上
部
（
Ｄ
Ａ
Ｗ
）、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
担
当
事
務
総
長
特
別
顧
問
（
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｇ
Ｉ
）、
国
際
女
性
調
査
訓
練
研
修
所
（
Ｉ
Ｎ
Ｓ

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｗ
）
を
統
合
し
、
専
任
の
国
連
事
務
次
長
を

責
任
者
と
す
る
女
性
機
関
の
創
設
を
決
議
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ

は
十
分
な
予
算
と
人
員
、
権
限
を
も
っ
た
機
関
に
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。

〈アジア太平洋ＮＧＯフォーラム〉

�知恵を紡ぎ、危機に立ち向かい、未
来を築こう�をテーマに、フィリピンの
ケソン市にあるミリアム・カレッジで開
催。フォーラムまで２週間あまりという
時期にフィリピンをおそった台風による
豪雨被害により、一時は開催も危ぶまれ
ましたが、自然災害と気候変動をジェン
ダーの視点からとらえ、またアジア太平
洋の女性の連帯を示す場にしようと、予定通り実施され、アジア太平洋各地か
ら約７００人が集いました。私も新婦人の代表として参加、アジア太平洋地域独
自の課題について議論・交流を深めました。
フォーラムは�行動綱領�と�成果文書�、ＭＤＧへの支持を再確認し、各
国政府にＣＥＤＡＷと選択議定書の批准、加害者処罰含む暴力撤廃の措置、差
別的な法律や慣習の撤廃、紛争下の女性に対する性暴力の根絶と平和構築への
女性の参加を求める国連安全保障理事会決議１３２５、１８８０などの実行、大企業の
責任も明確にした気候変動への対策、国連で設置が決まった新しい女性機構へ
の十分な予算措置などを要求する宣言を採択。宣言の作成過程で、私が提案し
た核兵器廃絶や軍事費の大幅削減も盛り込まれました。宣言はＥＳＣＡＰ（国
連アジア太平洋経済社会委員会）への提言として提出されています。
閉会総会で、フォーラムを主催したアジア太平洋のＮＧＯネットワークであ
るＡＰＷＷ（アジア太平洋女性監視機構）のリーダーの１人、インドのパム・
ラジプットさんが�国連が新しい女性機構にきちんと予算と人を配置するよう
に、私たちが意思表示しよう、南から北への募金として！�と、１人１ドル募
金を呼びかけ、会場全体がこたえるという一幕もありました。

アジア太平洋ＮＧＯフォーラム

香港のNGOメンバーと（右が筆者）

�北京＋１５�：�ジェンダー平等・開発・平和�目標実現へ �����������������
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